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得
る
様
な
徵
作
を
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
な
い
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叛
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大
を
通
”じ
て
間
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に
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の
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品
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輸
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に
伍
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術
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满
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狻
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檢
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卽
し
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第 1 表わが國陸上貨物輸送手段の發津 -

人 口  

千人

荷 难  

’ 千寮

荷馬；$：.何牛報 國 車

、 . • 菡

_轉軍 

千蜜

貨物自動
車パ':‘.：:a:
(普通型）

m

貨物ぬ動

(小 型 ）
室

•明 1 3 8.8 0.01 0.1 0:01
1880" 85,929 . . 817 8B7 3,109 445 ■：.；. . . . ..ン

明 28 24 1.2 0.4 0,05
1895 ; 42,271 1,013 " 61,692 18,544 2,228
明 43 38':：̂-：/," B,X 0.7 0,7 4
1910 . 60,985 1,668 158,950 85,448 34,750 220
大 9 39 4,6 ；; 0.8； 0,9 37 0.01
1920 .65,891 2,144 252,748 44,455 52,蝴 2,051 刺 9
大 14 ノ:：.ン87；'：''：；'：''■：5 與 ハ...'̂ス城 '::.:'::.:：:: 68： 0.13
1926 59,179 . 2,178 606,038 66,308 59,607 • 4,071 .7,884
昭 . 5 - ’ 1我 :::::.:'::::: 1•ユ::フ.(ニ90 . ' 0.48
1980. 63,872 1,808 808,914 98,690 68,653 6,77き、30,881
昭 10 23. 癒 ;..:人::: 1.0 100 ；、0.68 ニ::: 0.46
19S5 . 68,662 :1,569 297,161 115,197 69,940 7,804 46,918 30,842
昭 15 19 4.4 1.9 、 : 1：3 115 0.85
1940 71,640 1,816 815,1^ 186,712 96,972 ' 8,195 :60,51?
昭 18 ■ .. 18 6.0 2.8 . 1.5 117 r 0.77 v
1943 73,980 1,319 365,820 206,078 113,997 8,613 56,864
昭-20 ■ 11 8.0 2.3 1,6 74 ；,0.80 0.43 '
1945 71,998 816 217,096 168,787 118,297 5,686 ” 68,000 81,144
昭 23 1.4 施 〔昭 21〕
1948 80,000 108 ユ 55 ；94,754
昭 27 21 6.9 ... 124 1.58 2.79

1952 85,500 ，1,810 588麻 10,666 134,717 288,828
. . ' • • . . 手. ‘.‘.....， . - . . . ■ - . ’ • . . • V ....... . ■ -

O p 人ロゆ明裕期は日本帝國統f i部 鐘 （各年末)，大正9 年以陴昭和25年版 

日本統計年邊(10月1 日)，昭和细年以曄咚昭和28年版朝日芊鏠（路年10 
月:t 日推計及び,27年 (5月1 日摧計) :に本ろtco  

諸車數は，顧和5华迄は日本帝國舞計年鐵忙，以後は自動弗工業會印刷 

’ の自動雄工業凝料によった（feれも爲翁省鼙保局調，：年.末調）.が，，昭和 27 
年の分（貨物自動取は6 月末，それ以外は4， ：̂日現在） 主として自 

治廳の衾料にX V 筆者'が作製しが。尙小摩貨杨自勒雄友び鐵道货取の數字 

.の出所は上記ど-寒るがこ1 に妊省略するi>
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が
趄
意
で
あ
る̂

で
、
以
下
の
樣
な
も
と
な
つ
た。

'

'
史
ず
、
.
.
わ
.が
國
に
お
け
る'陸
上
貨
議
送
手
段
の
發
展
の
跡
を
、
資
'料 

の
關
係
か
簡
單
に
、.か
つ
統
計
的
な
膝
園
に
限
う
て
、
か
え
り
み
よ
ぅ
。 

つ
ま
々
こ
，こ
で
は
、

T

方
、.谷
種
陸
上
貨
物
轍
送
手
險
の
數
赝
を
指
標
に
，

:

拉
%

、1 :_

杨

數

量

■

敵
f
鼻
.
一
更
仏
他
方
免̂

p
^
v 

中

、.“
前
_

邮
な
霞
手
既
が
次
第
良
陳
齓
化
し
、
近
代
的
な
輸
送
手
段 

こ
よ
.つ
て
と
つ
て
代
ら
れ
る
傾
咏
を
風
る
事
と
す
る
。
第

1

表
お
よ
び
そ 

の
圓
表
化
で
あ
る
第
ー
，
.圖
が
そ
の
資
料
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ
ぅ
。

之
'̂

に
よ
れ
ば
、
わ
が
國
の
陸
上
貨
嫩
轍
浍
手
段
は
ハ
仓
體
と
し
て
は 

そ
の
^

^
次
第
に
培
加
し
て
發
展
の
傾
向
に
あ
る
と
い
ぅ
事
W

出
來
る 

が
、
、織

1>
:

<'
-
見

る

時

：に£
、
.
.
.そ
、の
中
に
幾
つ
か
' 
の

副

次

的

な

傾

向

を

.も 

見
出
す
事
♦か
出
來
る
。
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え
ば3
ま
ず
時
期
的
に
去
ぅ
允
ら
ば
、

.
明
治
初
年
か
ら
犬]£
中
期
：

)  

ま.
で
の
、#
麗
_

段
が相

！
*

い
て
義
に
增
加
し
た
時
期
。
次
正
中 

“期
か
ら
狐
和^
0:
:年
敗
炙
で
の
、
酸

親

轍

遂

廳

(

べ

識
貨
#
咱
轉
;̂
.
;
_ 

自
動
車)

..が
增
加
し"̂ ,
;に_

;:
1>
艾
在
涑
轍
送®

.^
.̂
^:#
®
^

;® ̂

於
停
滯
欢
至^
\
し
だ
時»

»
5'
:

.:
0
:年
頃
^

冷̂
次
說
^

^
か
け
：
 

て
0;
、
，'戰
1*
經
濟
と
い
ぅ
特
殊
な
理
由
の
た
め
に
新
興
轍
送
手
段
の
一
部
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|

堪
>
'

が
'%
の
增
咖
傾_

没
停
业
'1
>
、
い：か£-
ー
っ
尤
在
翁
猶1
年
段_

W
部.
®
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が

暴

贊
8
?
奮

期

。"滅

時

濶

曼
^
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齑

：€>,
;、：

新

興

霞
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農.
•.：自
動
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®: 
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停
滞
_

蒸
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次

汰

戰1

巧
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+
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が
全
醴
と
し
て
蓉
增
勢
に
.
轉
て
、
戰
災
か
ら
の
速
か
な
囘
復
を
示
し
て

•

• 

.
、

,
次
.に
轍
送
手
段
を
個
別
的
に
考
察
す
.れ
ば
、ま
ず
荷
車
は
最
も
早
く
、明

.‘
.' 

治
初
年
か
ら
堅
實
な
增
加
を
始
め
、
.大
正
•中
期
欠
そ
の
發
達
の
頂
點
に
達
：

.

.

. 

し
た
。
ぞ
の
後
は
反
轉
し
て
減
少
に
轉
じ
、
，
-4-,
次
大
戰
$

ま
で
一
貫
し_ 

.
■■
.
. 

.，.て
急
速
な
縮
少
を
績
け
た
が
、
戰
後
は
再
び
や
や
增
加
'を
.み
せ
て
'
い
る
。
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'ー：漂
ー
に_

〕

霞

)

«

觀
_

ボ

孰

:1
挪

を

潜

觸

_

ー

 
還

少

'

■

謂

ン

l

■
甘

動

證

送

本

養

を

補

ふ

，

に
再
び̂

..へ
ン 

加
を
I
.せ
ハ
、
昭
和
一
九
年
に
最
多
數
を
記
錄
し
た
。

め
荷
馬
牛
車
の
中
、

•..
荷
馬
S

昭
和一

杂

、
■
荷
牛
■苦

昭

和J

 

S
が
最
多
数)

そ
の
後
敗

,

.

戰
時
に
は
急
減
し
た
が
、
戰
後
は
再
び
增
加
の
傾
向
•を
示
し
て
い
る
。
鐵
’ 

.'.

■

•:
:
'
:»
_

氛

敗

_

期
板
發
:̂

-«
';
に
增
加
0

:'

昭

和

，^
期
.に
--
.

•'

せ
た
が
、
今
次
戰
争
中
再
び
增
加
し
戰
後
は
洱
び
微
減
の
肩
向
と
な
つ
て
.

k

る
力 c®

^

-•
ぐ

 ̂

へ
.，
.

.
;
ン

,

1
台)
•
と
い
ぅ
多
數
に
達
し
た
。
そ
の
後
も
次
勝
'に
增
加
を
績
け
た
が
、

;:
•
• 

’
,

、

今

次

戰

爭

翥
-k

急
減
、
、然
し
戰
後
に
は
戰
前
.
戰
時
中
を
凌
ぐ
勢
で
急
、

〕

'
■'
.
:ノ
.-(

a

a-
s

,

手
段
の
中
で
は
最
も
遲
れ
て
發
達
し
た
.
0そ
の
普
通
‘锻
.雄
に
つ
い
て
み
る

.

■

. 

と
、
そ
れ
は
大
正
中
期
に
な
つ
.て

始

め

て

著

し

い

增

加

を

始

め

、
.
昭
和
一
く
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M
化
し
た
た
め^
そ
炎
發
達
0 .
勢
を
止
：め&
れ
：だ
。.ー：小
型
賀
著
動
車
轵'̂
:

.V
'
る
。
：
1
著

の

數

ば

戰

後
^

ば
普
通
想
貨
物
自
動
車
數
令
は
苓
が
:̂

上
.廻
を
|

|

..-
:
'::
, 

'■に
-̂
0

、
.:
-
-
'
昭
8;

浪

.

^

は
-̂

欺
^

-̂

墙

艺
.ー
>'
:

^
顰
に
馨
^

厶
事
-̂
^
'
.

V 
つ
た
。

.

、

-:
.

.

 

•,

.
、：
，

(

注.) ..で
尤
:%
':'̂
:

と
；於
揭
畎
禽
鐵
道
：貨

車'(
0..
數
字
啟
、：>幾
：免.
办̂
^

藏
す
る
。
こ
こft
l
は
た
だ
國
鐵
だ
け
の
貨
琳
の
嶔
數
が
あ
げ
ら
れ
て
い 

:y
^

'

の^
.̂

>_

鐡
€>
:
藥
«
_

鐵
浪
國
霧^
^

、

は
全
然
考
傲
さ
れ
て
い
な
い
琪
に
な
る
。

-
そ
の
た
め
に
、
た
と
え
ば
明

治
'專
九.
缚
灰.
-&
睐
0.
糧

;̂
け
免.
#
鐡

着

有

化
£
先
^

,
が
そ
の
班
輔
も
ろ
，と
も
國
家
'に
貝
收
さ
れ
國
鐵
に
移
さ
れ
だ
と
い

5.
靡 

々
.

「

•.
-'•
■•な
.裼

倉

に

ば
.-
"
抄
ー
が_
全
體
.の
食
取
修
典£

^
也
狀
^-
ゃ

.
'表
の
數
字.
は
^ :
^.
を
示.
す
と
.い
ぅ
.帮
K
%■
る.
o.
.そ
れ..か.
ら
义
、.:0 -
'
鐵

赏

一
 

11
£
の
氓
均
稹
載
量
ば
、
た
と
え
ば
明
治
三
〇
年
に
お
け
る
平
'均
六
、
、九 

,
屯
か
ら
昭
和
ニ
四
年
に
お
け
る
卒
均
一
六

•

〇
屯
に
ま
で
增
大
し
て、
■
 

|...
:;
貲
：溥
夯
次
型̂

の
，傾^ ,
^
亦
セ
讓
ぃ

.̂:
^

也

贫 

ハ
-;
;.
;數
：の

ー

霞

ぉ

が

^
不
す^
の

表

ガ

鲁
1) .
«

,
，大
傾
向
を
む
し.
ろ
過
小
に
あ
ら
わ
しX
い
る
と
い
ぅ
事
を
意
味
す
る
.。

.

之
等
を
總
觀
し
て
，、
第
一
に
、
昭
和
初
年
の
大
不
況
時
及
び
今
次
大
戰

、太

-;
£
0傾
向
に
養
名
事
：--;
>.
よ
汰
靈
：|に
：0
轍
遂
手
段
を—

的
に
迅
巧
母',
へ': 

ら
ば
、
在
來P
邊
手
段
の
增
大
が
次
第
に
停
滞
し
乃
至
は
滅
少
に
轉
じ
、

_
輿

轍

逯

串

段

が

之

咚

代̂
^

す̂
.を
傾
向
ぬ̂

谷
事
M

i
'f
t
;
:
:ぜ
：

■
輸
经
手
段發
達9

,

地
域
性
に
つ
い
て
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-

'
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.
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•
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.
•
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.
-
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:
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'
.
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■:
:
•
+

れ
る
。i

o*

第
：ブ
$
傾

苘

は

、
：：：
わ
：が
國

.に
お
げ
'る
貧
本
主
義
カ
發
達
と
与 

.
;%

に

囊

乾

靈

業
(0

商

：品

坐

議

、

(

商
品
靈
量
游
增
加
し
た
事
、
次

' 

,•
;■

不

況

時

：及

放

冷
^

<
榮

期
.に
：は

お

が

國

諸

產

業

“の

商

:]
a

龙

產

量

、
へ
商
品 

へ

靈

貴

が

注̂
^

ベ
ぎ
減
畫
見
せ
た
事A

J

關
連
す
る
み
一
又
こ
：.の
敗
二
の 

,
傾

撕

黎

；
：
；
一

,
:輕

.：善

、
特

ば

鑛
1[
*

業
.の
：發

展

の:%
だ
|

商

品

生

產

量

、 

バ

谛

品

薩

量

が

增

太

办

兒

畜

^

大

規

鶴

瓦

づ

集

中

的

な

輸

遂

ザ

ー

ヴ 

r

ィ

ス

の

進

產

舍

行
5:
:
所
の
；近
代
的
轍
邊
手
段
龙
濡
要
ザ
％
她
盤
を
築
ぎ
上
ン 

黨

事

漏

方

輸

送

'̂
■

ぃ
-は
葛
輸
送
手
譽
所
有
^

耳
っ
ー
運
營
し
： 

卷

つ

恭

名

奮

の
^

部

烏

激

る#

_

義

の
_

に

ょ「

つ'
て
、
リ
_

邊

技 

ぃ_
0:

漸
次
的
だ
齡
_

が
前
能
史
な
汾
た
事
々
意
味
す
る
。ン
-'
:
;

さ
て
、
以
，上
に
は
轍
遂
手
段
の
發
展
を
意
味
す
る
こ
め

1
T

つ
CD
-
傾
向
を 

つ

邁

去

の

靜

和

ら

齋

出

尨6:
で
ぁ
#
龙
^
之
藻
の
傾
向
は>:
そ
れ
自
體 

ノ；̂4

冼
找
改
典
.て
述
為
务
洗
屯% -
な
^
嫌
な
自
明
事
と
さ
免
思
あ
れ
る
け.

 

.我

技

樣

；：瓛
^.
<3
;
'
-ヶ
詳
_
に
.考

廣

す

洛

時

に

種

'-
:
.
.そ
£
杧
ゆ
尙
若
甲
の_ 

目
す
べ
き
現
象
も
含
ま
れ
て
い
ふ
と
考
え
ら
れ
る
。
■

■:
:
:
:
>
藤
ど
次
ば
：1

遂
.隱

ぬ

發

達
©;
-場
命
に
ば
.、必
ず
し
も
滅
-?
)
泰
の
產
業
' 

の
場
合
の
機
に
、-

た
と
え
ばH

業
の
或
る
部p：

に
お
け
る
免
簏
手
段
の
發
- 

ん
幕
本
本
：ぃ
て
.見
知
抵
石
襪
1

-,
'
>
:
.
.
1
:

度
戚
名
新
^

3

:ぃ
生
1

^
法
が
實
現
に 

:
.裏
や
洛
办
淨
と
、：系
_

擊

簿

に

,>

葙

來

が

生

塵

性

：の

牴

ぃ

生

產

访

法

に

： 

ゾ
:.
^

や

で

抵

釦

ど

分
::
5
'樣
_

事
が
起
ら
賞
.

K
::v
v

®

わ
た
づ
て
货
、
 

>代
的
.：̂

®

®
段
^

_
货
代
舶
な
_

遂
辱
段
ど
.が

相

並

：ん
：で

使

用

さ

办

、
ゝ

_

的

議
_

霍

發

達
'€
>

間

舊

考

前
_

_

1

議

段

も

又

'驗

達
1:
:

る

レ
.ぃ
$

狀

態
.が
.見
ら
.れ

る

办

で

ぁ.̂
そ

の

點

、

#

送

串

段

に.
.

.

'

-

宄
1 

£

七 i
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そ
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.後

も

墙

加

.
を

續

け

た

へ§
:
衾

大

摩

は

擰

滞
.

歡

茧

&

じ
->

戰

後

..
： 

は

！̂

び

激

し

い

勢

ズ

增

加

-'

しV

い
る
。
昭
和0

:

七
年 

.人
口
：千

人

當

り

T

 

r
;
K
>M
: 

.と
い

ぅ

數

字

は

、̂
後
に〕

.: 

。
お
け
..
る

增
加
の^;
速

さ

を
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麗

，

P

て
.ぃ
：る
？

叉
貨
物 

ぺ
自
動
取
の
中
：で

普

通

型

苹 

:>
:ば
减
別

さ

れ

る

所

の

小 

型
.
®
,
.
つ
：
い
.て
：み
る^
ら
-
. 

^

、
ン
四
輪
叉
は
三
輪
の
小 

'
'型
貨
物
自
働
軍；

の
發

.達

、
 

'は
、
：.普

通

型

貨

物

自

動

車 

の
發
達
ょ
り
も
時
期
姻
に
。
 

は
觅
に
通
れ
て
い
る
。
そ

. 

'れ
は

昭

和

八

年

頃

か

ら

發

：
 

.
'達
を
始
め
：た
の
で

.あ
'る

' 

が

、
；
：
：
間
4'
な

ぐ

日

華

事

變. 

が

勃

發

し

、

燃
料
事
情
が

五
〇
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j
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':

三
.印
學
會
雜
憨
•
第
因
十
六
'卷
'
、第

四

號

；

众
い
て
は
'、
麗
術
と
新
救
術
と
の
交
代
の
テ’ジ
ポ
は
む
し
ろ
籠
で
.あ 

る
窜
が
特
徵
で
あ
つ
た。.

.

,

■

に
■

馨

齋

麗

■

ょ
翁
一
"

て
來
た
な
所
以
に
つ
い
て
は
、
_
い
さ
さ
か
別
稿
®

に
お
い
て
考
察
す
る

/  

事
と
し
て
、
以
下
に
は
、
以
上
の
樣
な
わ
が
國
轍
遂
手
段
の
發
達
江
つ
い

.

 

て
の
全
國
的
た
麗
に
績
い
て
、
そ
の
發
達
に
お
.け
る
地
.籠

の

問

題

に 

つ
、>
て
考
慮
し
て
姑
ょ
ぅ。*

 

、

..(

，注)

'
皁
大
交
通
政
策
學
會
の
機
關
認

「
交
通
硏
究

」

第
二
八
號
所

(

載
■

■
.《

縫

|
議

_

地
紙
®̂

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
地
域
の
®
分
と
し
て
、
府

r
w
 (

山
•
長
•
岐>  

•、
東

海(

静

，•
愛.
三)

•.
近
^
山

陰

，
廣

•  

四
國•
九

州
•
■

女

分

ヴが
、
關
苋
か•
ら

は

裘

、
霞
か
ら
は
大
阪
、 

.ル

州

が̂

ば
^
©
0
5!
^
^.
縣
贫
險
水
:1
<
で
：” ：

：！̂

著

;1
遍
遞
淑
匇
個 

"
こ_

1 :
れ_

港
察
&

歟
厶
€

明
治_

#
、泰

亚

ま

遺

昭
^
 

三
年
、
昭
和
一
一
年
、
昭
和
ニ
七
年
をと
り
、
そ
の
外
必
要
に
膘
じ.て
、 

又
は
當
談
年
に
適
常
な
統
計
の
得
ら
れ
ぬ
場
合
、
，之
等
に
代
え
て
他
の
年
.

〕 

を
と
つ
た
。
そ
し
て
、.
之.

の
地
域
毎
に
、
霞
時
點
に
’お
け
る
人
口̂

へ
型
壻)

數
を
調
べ
た
も
の
が
第
二
表
で̂
り
、
更
に
之
等
を
圖
示
し
，た
も
へ 

1
の
.が
第
ー
、
ー

_.

で
ぁ
.る
。
尙
此
の
場
合、'

 

鐵
道
貨
庳
に
.っ
い
て
の
考
察
を
省"

•

 
■

 
•

 
•

 

,

 

-

 
.i

ニ 

(

一
一
七
ニ)

.
い
た
が
、
之.
は
へ
鐵
道
は
そ
の
外
の
輸
送
手
段
と
は
、異
つ
て
、
'
原
則
と
し 

:>
.':
'
;̂

ダ»
勝
资
金
亂
的
办
洪
彌̂

胜̂
が
^

播̂
ぽ
浪
:;
^
こ;:
%
の
.̂

-̂
に.

:'
••
-
へ
：
 

谨
ぶ
^

^
取_

耻
域
別
■
^
■

,

ぃ

麓

讓

1

術
的
:1
«1
能..、...

:

'な
た
め
で
あ
る
。
以
下
第
ニ
圖
に
よ
つ
‘
て
考
察
を
進
め
众
ぅ
。_

、

之
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
猫
げ
ら
れ
た
諸
地
域
は
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
、

'若
干
は
典
通
し
若
干
は
特
徵
的
な
諸力I
ヅ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
に 

わ
1

わ

れ

は«%
一
一一
つ
.の
グ
ル
ー
ブ
を
分
つ
事
が
出
來
る
樣
に思
わ
れ
る
。
*

第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、'
.
轍
達
手
段
の
近
代
化
亦
最
も
赛̂
い
地
域
で
あ
,
ノ
 

.*
>
.
つ
て
、
明
治
期
に̂

い
て
は
荷
車
を
主
、と
す
る
前
近
代
的
轍
遂
手
段
が
極
、-
 

办
て
重
要
で
あ
つ
た
も
の
价
、
卜
の
後'そ
れ
等
は
急
遽
に
減
少
し
、
'自

動

ぺ■

.議

：■

及

：び

自

變

ぞ
:v
>
务
興
轍
滋
序
段
ガ
斷
然
養̂̂

 ̂

_

'

,

で
あ
る
、0
之
.を
假
に
第
ー
型
，と
呼
.ぶ
な
ら
»

、
東
京
は
ぞ
の
代
表
的
な
も
..：
7
'
. 

の
で
あ
り
、
之
に
次
い
で
ゆ
大
_

が
こ
の
型
に
屬
す
る
も
の
と
い
え
：る
。
>
.

•
交
代
の
テ
ゾ
ボ
は
か
な
り
緩
漫
で
あ
る
が
、
近

幾

(

大
阪
を
除
く)

及

が
：''
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■',へ.
；；
.
，'1象

%.
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;む
队
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製

に

屬

免

冬

：

.
働
荷
寧
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：畫
蕾
滅
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ど
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海
•
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资

も
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ハ
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荷
馬
牛
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ノ
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'
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二
型
に
屬
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。
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.
•-

」

代
盼
な
用
畜■

字
既
が
懕
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古
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述
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述
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第 5 表 家 袼 飼 育 頭 數 . ； 

, ( 昭 和 8 年末 ) . '
ハ，1 .， . • . ，'.二. ' .

第 4 表 荷 馬 牛 車 •-荷車輸送營業哲

荷馬牛ホ業 猗 取 業 -

尊 業 者 67.404A 4,428人

嫌 業 紫 - 

煨笨との-姓業’

^その；(也との涂業 

ク J、 t l'
\ Y

84,895 

3,117 ； 

88,072

1,182'

268

1,450

合 計 155,468. 5,873

使 用 取 輛 數
(荷牛馬車) 

170,952 寮

(荷. 車） 

'9 ,903塗

( 注） 昭和23年10月1•日，運輸省自動取 

‘ 局業務部小運送課調。<fiiし荷馬牛 

2|1業者數に數字の尔符合あP

馬 • .中

千賊 千頭
北 '.’海 道 296.2 6B.9
衆 北 875.8 54.3、
關 , 東C~7來京） 卿 103.6
M 京 3.9 14,3
北 陞 55.5 44.6 ^
東 山 82.2 21.9
束 ，海 23.9 39.2
.近 ，幾(一大阪） 尽7,7 , 242.3
大 阪 m  r 34.8
山、 陰 こ''：麻 : 98.6
山 陽 ぐ.:/::與 ，9:v::: 251.8
m 國 28.6 145,9
九 州(一福岡） 264.9 865.8
福 岡 89.B 6B.2
沖 繩 42.1； 29:7
官* 有 43.7 ’ 0.7
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第 7 表 道 路 の 發 達 （昭和 ' X 6 铝 及 び 2 5 年） '
.ハ .，- ..ノ へ- . . ' .. . . ••

( 昭 和 1 6 年 3 月 末 ）
國 逍

指 . 考  

府 縣 . 遺 ，

~ *  . 般  

府 縣 道

合 計

總 . • 延 一 廣 '

千 籽  

 ̂ *  8 . 7

千 籽  

. 2 5 . 8

'  ¥ 軒  

8 7 . 8

• 千 耔 - 

1 2 1 . 9

自 動 填 交 ’通 可 能 延 崔

. ( 8 4 % )  

7 . 3

( 似 ）

' 1 7 . 9 .

C 4 4 ^ ) ( 5 2 % )

6 3 . 7

規 .格 ; 改 良 濟 延 長

' ( 2 2 % ) . ( ^ i % y

7 . 0

( 妙 ) .

7 . 9

( 1 妙 ） 

: 1 6 . 8

鋪 ：镀 延 長 ，

( 1 8  涔 ) ， 

1 . 6 :

_ ， く 8 % )  

2 . 1

( 姊 ) .  

1 . 7

( 4 % )  

- 6 . 4

. . 二 ' ，.し . . .  . . . パ . . . . -

( 昭 和 2 5 年 3 月 末 ）

■''' ■■ J  .-；• . '

. . . > ■.• •

.• ... ■ r

， ‘ * .

總 延 . 長 . ノ . 9 . B  ' — 2 4 . 5 、 9 9 . 9 へ 1 8 3 . ?

• パ ぐ * • •
. . . . . .  • . .

自 _ 承 突 通 可 能 延 長

( 9 9  涔 ） 

9 . 2 *

( 9 騎

2 4 . 1

C 8 4 ^ )

8 3 . 9

( _ )

1 1 7 . 2

，. 規 格 改 良 濟 延 長

( 4 3  涔 ） 

4 . 0  ：

( 鄕 ) ， 

1 0 . 1

C I B ^ )

1 7 , 4 .

( _ ) .  

„  3 1 . 5

M 、裝 延 長

(20 夯 ） 

1 . 8  '

(10 涔） 

2 . 4

( 妙 ）

1 . 9

( 5 涔 )  

6,2

(注） .建設省く道路統計华報>による。
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第 （i 表人口千人當り普通型貨物自動車數の地域別

昭和4年 
CA) 1 1 年 2 1 年

.-•.....
2 3 萍

2 7 年 
CB)*

北 海 . 道 0.07 0.5 0.8 ' 1 . 0 1.8
, 倍 

. 27

東 , 北 、 0.2 、 0.4 0.6 1.1, 1.3 . V .

關 *東C—束京） 0.5 0.8 0.8 1.8 1.7 4

東 京， 1.1 1.7 , 1.9 2 ,2 2.7 2.6

北 • 陸 0.2 "0.5 0.5 湖 :': 5

東 山 0.3 0.7" ；, て:'飯 .：■: 6

束 海 ■0 . 4 0.9 1,0 1.2 1.9 ; 6

近 幾(マ大阪）.'， ぐ::0.3へ’：: 0.8 1.0 1.6 ,；6

大 阪 0.3 0:9 0.9 1.6 2.0 7

山 陰 " 0 . 2 0.5 0.6 0.8 1.2 '• 6

山， - 陽 、 0.2 0.6 0.7 1.2 1.5 7

• 四. 國 0.2 0.5 0.5 0.8 ， 1.1 . 8

州(一福岡） ■ 0.2 0.3 ^ 0.7 0.9 .1.2 7

-福 岡 0.2 0.4 0.Q 1.1 1.9 , 9

' 沖 •繩 . 0 0 - . メ ...■へ

計 0.3
i----；--------：_ —

0.7 0.8 1.2 1.6 " 5
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